
金

ハ
、
（
任
務
）

五
、
（
役
員
）

三
、
（
事

四
、
（
会

代

弟

員） 業）

、、

＾ ^  目名

的称
ヽヽ

叶

国

青 ヘ
イ
ン

日
本
語
文
法
学
習
に
お
け
る
英
語
学
習
経
験
の
影
響
ー
韓
国

人

日

本

語

学

習

者

の

場

合

ー

（

小

川

）

モ
ン
ゴ
ル
語
と
中
国
語
を
母
語
と
す
る
日
本
語
学
習
者
の
語

り
文
に
お
け
る
習
得
階
層
に
日
本
語
母
語
話
者
の
構
造
と
表

現

形

式

と

の

比

較

を

通

し

て

ー

（

橋

本

）

依
頼
メ
ー
ル
に
お
け
る
中
国
人
日
本
語
学
習
者
と
日
本
人
評

価
者
の
重
点
差
異
に
関
す
る
研
究
ー
印
象
度
の
順
位
付
け
と

PAC
分

析

の

手

法

を

通

し

て

ー

（

橋

本

）

本
会
は
、
横
浜
国
立
大
学
国
語
・
日
本
語
教
育
学
会
と
称
す
る
。

本
会
は
、
国
語
学
・
国
文
学
・
漢
文
学
•
国
語
教
育
・
日
本
語
教
育
・
書
写
書
道
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦

を
囮
る
こ
と
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

本
会
は
、
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
学
会
誌
の
発
行
、
図
書
の
発
行

2
．
大
会
、
研
究
発
表
会
、
講
演
会
等
の
開
催

3
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
業

本
会
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
項
に
該
当
し
、
本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

1
．
本
学
教
員
、
附
属
学
校
教
員
、
大
学
院
生
、
学
部
学
生
お
よ
び
卒
業
生
・
修
了
生

2
．
本
学
教
員
で
あ
っ
た
者

3
．
そ
の
他
評
議
会
の
承
認
を
得
た
者

な
お
、
会
員
は
学
会
誌
の
配
布
を
受
け
、
同
誌
に
論
文
の
投
稿
が
で
き
、
研
究
発
表
会
等
で
研
究
発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
会
の
役
員
は
、
次
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

1
．

代

表

一

名

2
．
評
識
員
若
干
名

3
．
運
営
委
員
（
庶
務
、
編
集
、
会
計
）
若
干
名

4
．
会
計
監
査
一
＿
名

本
会
の
役
員
は
、
次
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

1
．
代
表
は
会
を
代
表
し
会
務
を
統
括
す
る
。

2
．
評
識
員
は
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
醗
ま
た
は
決
定
す
る
。

3
．
運
営
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
務
を
執
行
す
る
。

4
．
会
計
監
査
は
会
計
を
監
査
す
る
。

横
浜
国
立
大
学
国
語
・
日
本
語
教
育
学
会
会
則
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十
二
、
（
所
在
地
）

士
二
、
（
会
則
変
更
）

八
、
（
任
期
）

九
、
（
名
誉
会
員
）

+
、
（
総
会
）

十
一
、
（
会
費
）

七
、
（
選
出
）

◇

編

集

後

記

◇

本
会
の
役
員
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
選
出
す
る
。

代
表
・
評
識
員
・
運
営
委
員
・
会
計
監
査
は
会
員
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
総
会
の
議
を
経
て
選
出
す
る
。

本
会
の
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
は
妨
げ
な
い
。

本
会
に
名
誉
会
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
名
誉
会
員
は
評
議
会
で
推
膊
し
総
会
で
承
認
す
る
。

本
会
は
年
一
回
の
総
会
を
開
き
、
事
業
の
報
告
、
予
算
決
算
の
審
議
と
承
認
、
役
員
の
選
出
と
承
認
な
ど
を
行
う
。

本
会
の
経
費
は
、
会
費
•
寄
附
金
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て
る
。
会
計
年
度
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終

わ
る
。

本
会
の
事
務
局
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
保
士
ケ
谷
区
常
盤
台
七
九
・
ニ
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
国
語
・
日
本
語
教
育
講
座
に
置
く
。

本
会
則
の
変
更
は
、
総
会
の
議
を
経
る
も
の
と
す
る
。

付

即

1
．
会
費
は
年
額
＿
人
二
千

Pl
（
大
学
院
生
、
学
部
生
は
年
額
一
人
千
円
）
と
す
る
。

2
．
会
費
の
ほ
か
に
、
会
務
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
賛
助
会
費
を
申
し
受
け
る
。
賛
助
会
費
は
任
意
と
し
、

3
．
学
会
誌
の
発
行
は
年
一
回
と
し
、
発
行
の
時
期
は
三
月
と
す
る
。

4
．
本
会
則
は
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

5
．
本
会
則
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
二
日
か
ら
改
正
施
行
す
る
。

6
．
本
会
則
は
、
平
成
―
―
十
七
年
十
一
一
月
六
日
か
ら
改
正
施
行
す
る
。

7
．
本
会
則
は
、
平
成
―
一
十
八
年
十
二
月
四
日
か
ら
改
正
施
行
す
る
。

0
0
2
3
0
|
6
|
5
2
9
2
5
 

郵

便

振

替

口

座

番

号

加
入
者
横
浜
国
立
大
学
国
語
・
日
本
語
教
育
学
会

運
営
委
員

石
田
喜
美
（
研
究
室
）

高
芝
麻
子
（
研
究
室
）

橋
本
ゆ
か
り
（
研
究
室
）

国
語
・
日
本
語
教
育
学
会
役
員

代
表
高
木
ま
さ
き
（
研
究
室
）

評
議
員
青
山
浩
之
（
研
究
室
）

石
田
喜
美
（
研
究
室
）

一
柳
廣
孝
（
研
究
室
）

河
野
俊
之
（
研
究
室
）

高
芝
麻
子
（
研
究
室
）

橋

本

ゆ

か

り

（

研

究

室

）

会

計

監

査

古

田

恵

美

子

（

研

究

室

）

青

木

太

郎

（

暁

星

高

校

）

茅

野

政

徳

（

山

梨

大

学

）

徳

植

俊

之

（

大

東

文

化

大

学

）

高
橋
あ
ず
み
（
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
）

新
見
公
康
（
元
都
留
文
科
大
学
）

山
下
俊
幸
（
関
東
学
院
大
学
）

[

投

稿

規

程

]

一
、
投
稿
原
稿
は
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一

1-0枚
程
度
。

C
D
_
R
O
M
に
入
力
し
、
プ
リ

ン
ト
・
ア
ウ
ト
し
た
見
本
一
部
を
添
え
て
お
送
り
下
さ
い
。

一
、
投
稿
原
稿
は
、
評
議
会
が
認
め
る
と
こ
ろ
の
審
査
委
員
の
審
査
を
経
て
、
採
否
を
決
定

し
ま
す
。
な
お
、
審
査
結
果
は
、
決
定
次
第
、
投
稿
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

一
、
次
号
締
切
は
令
和
一
一
年
九
月
末
日

一
、
原
稿
送
り
先

〒
240
蜘
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
常
盤
台
79
の
2

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
国
語
・
日
本
語
教
育
講
座
内

横
浜
国
立
大
学
国
語
・
日
本
語
教
育
学
会
宛

一
口
千
円
と
す
る
。

本
号
の
執
筆
者
は
、
岡
田
充
博
先
生
（
横
浜
国
立
大
学
名
誉

教
授
）
、
會
田
篤
敬
氏
（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
橋
本
研
究
室

修
了
・
岩
手
大
学
）
、
中
村
玲
子
氏
（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院

修
士
課
程
一
年
・
一
柳
研
究
室
）
、
山
内
七
音
氏
（
横
浜
国
立

大
学
大
学
院
修
土
課
程
一
年
・
一
柳
研
究
室
）
で
あ
る
。
国
語

教
育
お
よ
び
日
本
語
教
育
双
方
か
ら
の
論
文
が
揃
っ
た
。

今
年
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
あ
る
。
関
連

す
る
報
道
も
少
し
ず
つ
増
え
、
国
民
は
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

て
い
る
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
「
U
n
i
t
b
y
 E
m
o
t
i
o
n
 
(
感
動
で
私

た
ち
は
―
つ
に
な
る
）
」
で
決
ま
っ
た
。
か
つ
て
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
六
四
年
で
、
半
世
紀
以
上
も
前

の
こ
と
で
あ
る
。
開
催
を
契
機
に
日
本
は
科
学
の
発
達
と
あ
い

ま
っ
て
生
活
様
式
が
大
き
く
変
化
し
た
。
さ
ら
に
一
九
九

0
年

代
以
降
、
日
本
は
多
く
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
、
多
様
な
人
や

文
化
が
交
錯
す
る
国
と
な
っ
た
。
今
年
の
開
催
時
に
は
、
日
本

独
自
の
文
化
や
発
展
を
披
露
し
よ
う
と
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
日
本
の
も
う
―
つ
の
特
徴
と
な
っ
た
多
様
化

の
受
容
と
適
応
、
そ
し
て
融
合
を
ど
う
表
す
の
か
も
楽
し
み
で

あ
る
。
束
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
古
き
よ
き
伝
統
の
普
遍
性
と

と
も
に
多
様
な
文
化
が
混
ざ
り
合
っ
た
可
変
的
部
分
に
も
注
目

す
る
よ
い
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
多
言
語
多
文

化
化
し
て
い
く
日
本
を
、
若
者
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
将
来

を
見
据
え
共
生
社
会
を
創
成
し
て
い
く
の
か
。
学
生
に
そ
の
行

く

末

を

託

し

た

い

。

（

橋

本

）
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